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■ 報告

救命救急センター実習における学生の学び
Learning of the nursing students in emergency and critical care center practicum.

村川由加理 1 ）、作田裕美 1 ）、松岡仁美 2 ）、島本千秋 2 ）、荒井文恵 2 ）、市村由紀乃 2 ）、田中和代 2 ）

Yukari Murakawa1), Hiromi Sakuda2), Hitomi Matsuoka2), Chiaki Shimamoto2), 
Fumie Arai2), Yukino Ichimura2), Kazuyo Tanaka2)

 1 ）大阪市立大学大学院看護学研究科
 2 ）大阪市立大学医学部附属病院
 1 ) Osaka City University Graduate School of Nursing
 2 ) Osaka City University Hospital

要 旨
目的：救命救急センター実習における学生の学びを明確にする。
方法：A大学医学部看護学科で救命救急センター実習を行った学生55名に、①実習目標の評価、②
見学・実施した看護技術、③実習による学び等の質問紙調査を実施した。①は 4 段階評価を単純集
計、②は公的ガイドラインの枠組みに準拠して整理し、③は質的に分析しカテゴリ化した。
結果及び考察： 15名の学生から回答を得た。①は90％以上が「 3 ．ある程度できる」以上の評価であっ
た。②は｛対人関係を形成する技術｝｛排泄援助技術｝｛活動・休息援助技術｝｛清潔・衣生活援助技術｝
等であった。③は学生が学んだ救命救急センターの看護師の特性として【高度な看護実践能力】【余
念のない準備】【無駄のない看護】【沈着冷静な姿勢】【徹底した感染対策】【スムーズな連携と協働】【看
護実践モデルとしての姿勢】が抽出された。学生は本実習を通して救急看護の特性と看護実践を具
体的に学ぶことができた。

キーワード：救命救急センター実習、教育、臨床実践能力
Key Words：emergency and critical care center practicum,education,clinical practice ability

Ⅰ．はじめに
近年、医療技術の革新的な進歩や在院日数の短縮に

よって回復への早期移行が急性期臨床の特徴となって

いる。必定、看護学生が急性期臨床特有の看護技術を

見学・体験する機会は減少している。急性期看護では

刻々と状態が変化する患者に対して、的確なアセスメ

ントに基づくタイムリーな看護実践が非常に重要であ

る。しかし、臨地実習において学生が急性期に特有な

看護技術を経験する機会は極めて少なく（西田，矢野，

青木ら，2008）、既習の専門的知識・技術を臨床実習

で活用できていない実状がある（滝島，森2015）。臨

地実習は学生が座学や演習によって習得した知識や看

護技術を患者との関係性の中で実践的に学ぶ重要な体

験学習であるが、急性期臨床の特徴、修学時間の制約、

医療安全や人権への配慮等により、超急性期や高度急

性期医療における看護技術の習得は困難となっている

（西田，矢野，青木ら，2008）。

臨床における学生の看護技術経験の減少や、急性期

臨床に接する機会の減少を一因として、看護学生の卒

業時看護実践能力の低下が問題視され、新人看護職員

研修の努力義務化に至っている。厚生労働省（2014）

は、看護学教育と臨床実践能力の乖離を指摘し、新人

看護師の離職要因の調査では、臨地実習での経験不足

が離職要因の一つであると指摘している（山口，徳永，

2014）。ICU、CCU、救命救急センターに配属された

新人看護師においては、就業時の看護実践上の困難と

して、【看護アセスメント】【人工呼吸器装着患者の看

護】【看護技術の未熟さ】【科学的な思考に基づく看護

実践】【先輩看護師に依存した臨床判断】が抽出され
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ている（今井，池田，2013）。また、高度急性期医療

分野への新人看護師の配属には、看護学基礎教育にお

ける基礎看護技術の演習の強化、看護技術修得を重視

した実習施設側との連携強化の意義が指摘されている

（永田，小山，三木ら，2006）。このように臨地実習に

おける看護技術の体験不足が卒業時臨床実践能力の低

下の一要因であることは否めず、高度急性期看護領域

の新人看護師育成にも影響を及ぼしていると考えられ

る。そこで我々は、特に臨地実習で学ぶ機会が減少し

ている超急性期・高度急性期医療分野の学習の充実を

目指し、救命救急センターの実習指導者と協働し、救

命救急センターでの体験実習を実施した。本研究では、

救命救急センター実習における学生の学びから、学生

の看護実践能力の育成について検討する。

Ⅱ．方法
 1 ．実習内容

本研究で対象とした実習は、救命救急センターで治

療を受ける患者 1 ～ 2 名を半日間受け持ち、学生は受

け持ち患者を担当する指導的立場にある看護師に密着

して、看護の見学及び看護師と共に看護を実践し、救

命救急センターでの看護を体験的に学習するもので

あった。救命救急センター実習終了後に学生と指導者

（教員、師長、副師長、看護主任）間で学びを共有す

る場を設け、指導者は、学生の看護体験や学びを共有

するとともに、学生の学びや気づきをフィードバック

し経験への意味づけを促した。

 2 ．研究方法

 1 ）対象者

A大学医学部看護学科で救命救急センター実習を

行った学生55名の内、研究協力に同意が得られた学生

を対象とした。

 2 ）データ収集方法

本科目の成績評価終了後に対象者に対して質問紙調

査を実施した。調査項目は、①実習目標の到達度自己

評価（ 1 ．救命救急センターの特殊性を述べることが

できる、 2 ．救命救急センターにおける看護の実際を

述べることができる、 3 . 医療チームのチームワークの

重要性を述べることができる、 4 ．医療チームにおけ

る看護師の働きと役割を述べることができる）、②見

学及び実施できた看護技術、③救命救急センター看護

護師はすごいと実感した場面や印象に残ったこと、学

び等の自己評価とした。①については、「 1 ．全くで

きない」～「 4 ．十分にできる」の 4 件法による評定、

②③は自由記述とした。質問紙の回答期間は 1 週間と

し、留め置き法で回収した。研究期間は、2017年 4 月

～ 8 月である。

 3 ）分析方法

上記①については単純集計した。②の記述は、「新

人看護職員研修ガイドライン改訂版」（厚生労働省，

2014）、「看護教育内容と方法に関する検討会報告書」

（厚生労働省，2011）の枠組みを参考に整理した。③

の自由記述は、データを精読し内容から印象に残った

こと及び学生の学びに関連する記述に着目して意味の

通じるまとまりのある一文毎に区切り、文脈毎にコー

ド化した。次にコード同士を類似性と相違性の観点か

ら比較・検討し、類似した内容をサブカテゴリ化した。

さらに、サブカテゴリの抽象度を上げカテゴリ化し、

カテゴリ名をつけ整理した。これらの過程においては、

解釈が恣意的に偏る危険を防止するために、質的研究

のスーパーバイザー兼急性期看護学の研究者、急性期

看護学の研究者、救命救急センターの看護管理者及び

指導的立場にある看護師を含め繰り返し検討した。そ

の後、本研究に直接関わりを持たない質的研究を専門

とする研究者に命名したカテゴリ名について確認を受

け、確証性、信用性を確保した。

 3 ．倫理的配慮

本研究は、研究者が所属する看護部看護研究・倫理

審査委員会での承認を得て実施した。調査にあたり、

対象者に研究目的・方法について紙面と口頭で説明し

た。匿名性の担保、データは本研究目的以外に使用し

ないこと、調査への参加は自由意思によるものであり

参加の有無で不利益を被ることはないこと、学部の成

績評価には一切関係しないこと、結果は関連学会等で

発表すること等について説明し、質問票への回答を

もって同意を得たものとした。また、調査は無記名で

当該科目の成績判定終了後に実施し、調査依頼は本実

習科目に関わっていない教員が行い、対象者に強制力

が働くことがないよう配慮した。また、学生が受け持

つ患者または家族に対し、直接実習目的や内容を説明
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し、同意の下実施した。

Ⅲ．結果
対象学生55名に調査票を配布し、15名から回答を得

た（回収率27.3％）。

対象学生が受け持った患者には、全て生体モニター

が装着され、点滴、カテーテル、ドレーン等が留置さ

れており、全て急性期臨床の場面であった。

 1 ．実習目標の到達度自己評価

①実習目標の到達度に関する自己評価を表 1 に示し

た。目標 1 ．～ 4 ．の全てにおいて、「 3 ．ある程度

できる」以上という高い自己評価であった。

 2 ．実習で学生が見学及び実施できた看護技術

②学生が見学及び実施できた看護技術を表 2 ・

表 3 に示した。以下、文中の〈〉は具体的な看護技術

項目、｛｝は大項目として示す。

 1 ）見学できた看護技術

学生が見学できた看護技術は29項目で、13の大項目

に整理できた（表 2 ）。このうち、｛対人関係を形成す

る技術｝｛感染予防技術｝｛医療チームにおける連携と

調整の技術｝は学生全員が見学できた。また、｛清潔・

衣生活援助技術｝｛呼吸・循環を整える技術｝の項目

が多く、｛清潔・衣生活援助技術｝では〈全身清拭〉〈陰

部洗浄〉、｛呼吸・循環を整える技術｝では〈生体モニ

ターによるモニタリング〉〈人工呼吸器の管理〉〈吸引

（口腔・鼻腔・気管）〉の順に頻度が高かった。

 2 ）実施できた看護技術

学生が実施できた看護技術は19項目で、 8 の大項目

に整理できた（表 3 ）。このうち｛感染予防技術｝は

学生全員が実施できた。また、｛清潔・衣生活援助技術｝

｛症状・生体機能管理技術｝の項目が多く、｛清潔・衣

生活援助技術｝では〈全身清拭〉〈陰部洗浄〉の頻度

が高かった。

 3 ．救命救急センター実習において学生が印象に残っ

たこと及び実習における学生の学び

 1 ）救命救急センター実習において学生が印象に残っ

たこと

③救命救急センター実習において学生が印象に残っ

たことは、 5 コードと 4 サブカテゴリから以下に示

す 3 カテゴリが抽出された（表 4 ）。以下、文中の【】

はカテゴリ、『』はサブカテゴリ、「」はコードとして

示す。

⑴　【無駄のない看護】

『効率的で無駄のない看護』から成り、「常に効率の

よい方法を考える」「患者にとって無駄のないように

ケアする」から、患者に合わせて効率よく看護を行う

看護師の姿を捉えていた。

⑵　【徹底した感染対策】

『感染予防対策の徹底と指導』から成り、「使用した

医療機器の感染予防の徹底と指導」「患者の感染症の

有無を把握している」から、感染予防の実施と指導を

徹底する看護師の姿を捉えていた。

⑶　【看護実践モデルとしての姿勢】

『意識的に学びの場を作る』『丁寧でわかりやすい指

導』から成っていた。「積極的に看護技術の体験を促

してくれる」「説明を加えながら看護技術を教えてく

れる」から、学生に熱心且つ丁寧に指導する看護師の

姿を捉えていた。

 2 ）救命救急センター実習における学生の学び

③救命救急センター実習における学生の学びは、救

命救急センターの看護師の特質としてまとめることが

でき、19コードと14サブカテゴリから以下に示す7カ

テゴリが抽出された（表 5 ）。

⑴　【高度な看護実践能力】

『熟達したコミュニケーション力』『詳細な患者把握』

『迅速な看護展開』を含んでいた。『熟達したコミュニ

ケーション力』は、「多様なコミュニケーション力を

持つ」から、患者の状態に合わせたコミュニケーショ

ンを実践する能力を持つ特質を学んでいた。『詳細な

患者把握』では、「患者の状態を詳細に把握する」から、

豊富な知識により患者の状態を捉える能力を持つこと

を学んでいた。『迅速な看護展開』は、「救急患者に対

して迅速に看護問題を抽出し看護計画を立案する」を

含み、迅速に看護展開を行う能力を持つことを学んで

いた。

⑵　【余念のない準備】

「搬送時の患者状態をイメージし、必要な準備を考

える」から、搬送時の情報から治療の方針を想定した

臨床判断能力を持つ特質を学んでいた。
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頻度が高かった。【余念のない準備】は、｛清潔・衣生

活援助技術｝の実施頻度が高かった。【無駄のない看護】

は、｛清潔・衣生活援助技術｝｛感染予防技術｝の実施

頻度が高かった。【徹底した感染対策】は、｛清潔・衣

生活援助技術｝｛感染予防技術｝の実施が主であった。

【スムーズな連携と協働】は、｛清潔・衣生活援助技術｝

｛感染予防技術｝の実施頻度が高かった。【看護実践モ

デルとしての姿勢】は、｛活動・休息援助技術｝｛清潔・

衣生活援助技術｝｛呼吸・循環を整える技術｝｛創傷管

理技術｝｛症状・生体機能管理技術｝｛感染予防技術｝

と様々な看護技術が含まれていた。

Ⅳ．考察
 1 ．救命救急センター実習における看護技術の見学と

実施からの学び

本実習を通して学生は、高度な看護技術の見学や指

導の下での実施ができ、その中に臨地実習で経験が少

ない呼吸・循環を整える看護技術、救命救急処置が含

まれていたことは有意義であった。持続的な生体モニ

タリングや人工呼吸器装着患者に対する看護体験から

患者の状態に応じて看護技術を応用する方法の実際を

学習する機会となった。

厚生労働省の新人看護職員研修ガイドライン改訂

版（2014）が示す新人看護師の臨床実践能力の構造は、

看護職員としての基本姿勢と態度、管理的側面、技術

的側面の 3 本柱から成る。看護技術側面では、①医療

安全の確保、②患者及び家族への説明と助言、③的確

な看護判断と適切な看護技術の 3 要素全てを確認する

よう提示し、③の要素には患者の特性や状況に応じた

看護技術の選択と応用、安楽な方法での看護技術の実

施等が含まれている。本実習では、重症患者を常時モ

ニタリングし、安全と安楽に配慮した看護の見学や実

施ができていたことから、前述した①③の看護技術の

要素を部分的にではあるが学習することができたと考

えられる。

 2 ．学生が学んだ救命救急センターの看護師の特質

【高度な看護実践能力】から、学生は既習の知識と

経験から獲得した学びを臨床の場で活かす実践力の必

要性を学んでいたと考える。学生と患者とのコミュニ

ケーションでは、患者の反応が解読できないこととネ

⑶　【無駄のない看護】

『効率的で無駄のない看護』『タイムスケジュール管

理』から成り、それぞれ「素早く無駄のない看護を行

う」「患者の状態を考慮してタイムスケジュール管理

を行う」等を含み、安楽の追求と効率化を考えた看護

師の行動特性を学んでいた。また、学生が印象に残っ

たことのカテゴリと共通していた。

⑷　【沈着冷静な姿勢】

患者の急変場面から「患者の急変時でも冷静に行う

べきことを実施する」のコードが抽出され、看護専門

職者として常に冷静に対応する姿を学んでいた。

⑸　【徹底した感染対策】

『感染予防対策の徹底と指導』から成り、「スタンダー

ドプリコーションを徹底する」から、感染管理意識が

高いという特質を学んでいた。また、学生が印象に残っ

たことのカテゴリと共通していた。

⑹　【スムーズな連携と協働】

『周囲の動きを注視して行動する』『スムーズな連携

体制』『他職種連携』を含んでいた。「患者急変時に他

の患者が不安にならないように配慮する」「必要時に

瞬時に連携する」等から、受け持ち患者の看護のみな

らず周囲の状況を意識しながら必要な看護を考え能動

的に行動する特性や積極的にチーム医療にかかわる姿

勢を学んでいた。

⑺　【看護実践モデルとしての姿勢】

『意識的に学びの場を作る』『丁寧でわかりやすい指

導』から成っていた。それぞれ「知識や技術のレベル

を確認した上で積極的に看護技術の体験を促してくれ

る姿勢」「ケアの方法と留意点を丁寧に指導してくれ

る」を含み、学習者に積極的にかかわる指導者像を備

えている点を学んでいた。また、学生が印象に残った

ことのカテゴリと共通していた。

 4 ．実施できた看護技術と学生が学んだ救命救急セン

ターの看護師の特質との関係性

実施できた看護技術と学生が学んだ救命救急セン

ターの看護師の特質との関係性について表 6 へまとめ

た。救命救急センターの看護師の特質のカテゴリには

全て｛清潔・衣生活援助技術｝｛感染予防技術｝が含

まれていた。【高度な看護実践能力】は、主に｛清潔・

衣生活援助技術｝｛呼吸・循環を整える技術｝の実施
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表 1 　実習目標の到達度自己評価
実習目標 1．全くできない 2．あまりできない 3．ある程度できる 4．十分にできる

 1 ．救命救急センターの特殊性（場の特徴・
患者の特徴・医療の特徴）を述べるこ
とができる

0 0 14 1

 2 ．救命救急センターにおける看護の実
際を述べることができる 0 0 15 0

 3 ．医療チームのチームワークの重要性
を述べることができる 0 0 15 0

 4 ．医療チームにおける看護師の働きと
役割を述べることができる 0 0 14 1

N=15

表 2 　学生が見学できた看護技術
看護技術項目 大項目

・コミュニケーション＊（15） 対人関係を形成する技術
・尿量測定＊（2）
・膀胱留置カテーテルの管理（1） 排泄援助技術

・体位変換（1） 活動・休息援助技術
・全身清拭＊（2）
・陰部洗浄＊（3）
・洗髪＊（1）
・口腔ケア＊（1）
・寝衣交換（1）

清潔・衣生活援助技術

・人工呼吸器の管理＊（6）
・吸引（口腔・鼻腔・気管）＊（4）
・生体モニターによるモニタリング＊（15）
・静脈循環の改善＊（1）

呼吸・循環を整える技術

・創傷処置＊（1） 創傷管理技術
・バイタルサイン測定（1）
・心音聴取＊（1）
・体重測定＊（2）

症状・生体機能管理技術

・スタンダードプリコーションに基づく手洗い＊（15）
・必要な感染防護用具の装着＊（15） 感染予防技術

・点滴作成＊（1）
・点滴投与＊（1）
・点滴交換（1）
・点滴管理（1）

与薬の技術

・胸骨圧迫（2）  救命救急処置技術
・死にゆく人への看取りの援助（1）  死亡時のケアに関する技術
・看護上の問題の抽出（1）
・看護計画の立案（1） 看護を展開する技術

・看護チームメンバーの役割確認（15）
・看護チーム内の情報共有（15） 医療チームにおける連携と調整の技術

＊人工呼吸器装着患者を含む、（　）内は頻度を示す
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表 3 　学生が実施できた看護技術
看護技術項目 大項目

・コミュニケーション（1） 対人関係を形成する技術
・パウチ交換（1） 排泄援助技術
・体位変換＊（4）
・車椅子移乗（1）
・移送（1）

活動・休息援助技術

・シャワー浴（1）
・全身清拭＊（11）
・陰部洗浄＊（8）
・洗髪＊（3）
・口腔ケア＊（1）
・寝衣交換（1）

清潔・衣生活援助技術

・吸引（口腔・鼻腔・気管内）＊（5）  呼吸・循環を整える技術
・創傷処置＊（1） 創傷管理技術
・バイタルサイン測定＊（1）
・心音聴取＊（1）
・呼吸音聴取＊（2）
・体重測定＊（2）

症状・生体機能管理技術

・スタンダードプリコーションに基づく手洗い＊（15）
・必要な感染防護用具の装着＊（15） 感染予防技術

＊人工呼吸器装着患者を含む、（　）内は頻度を示す

表 4 　救命救急センター実習において学生が印象に残ったこと
カテゴリ サブカテゴリ コードの例

無駄のない看護 効率的で無駄のない看護 常に効率のよい方法を考える
患者にとって無駄のないようにケアする

徹底した感染対策 感染予防対策の徹底と指導 使用した医療機器の感染予防の徹底と指導
患者の感染症の有無を把握している

看護実践モデルとしての姿勢 意識的に学びの場を作る 積極的に看護技術の体験を促してくれる
丁寧でわかりやすい指導 説明を加えながら看護技術を教えてくれる

表 5 　学生が学び取った救命救急 センターの看護師の特質
カテゴリ サブカテゴリ コードの例

高度な看護実践能力

熟達したコミュニケーション力 多様なコミュニケーション力を持つ
詳細な患者把握 患者の状態を詳細に把握する

迅速な看護展開 救急患者に対して迅速に看護問題抽出し看護計画
を立案する

余念のない準備 余念のない準備 搬送時の患者状態をイメージし、必要な準備を考
える

無駄のない看護
効率的で無駄のない看護

素早く無駄のない看護を行う
効率のよい方法を考える
患者にとって無駄のないようにケアする

タイムスケジュール管理 患者の状態を考慮してタイムスケジュール管理を
行う

沈着冷静な対応 沈着冷静な対応 患者急変時でも冷静に行うべきことを実施する

徹底した感染対策 感染予防対策の徹底と指導 感染予防対策の徹底と指導
スタンダードプリコーションを徹底する

スムーズな連携と協働

周囲の動きを注視して行動する

周囲の動きを把握しながら業務を行う
患者急変時に他の患者が不安にならないよう配慮
する
場の状況を読み取り瞬時に対応する

スムーズな連携体制 スムーズな協力体制
必要時に瞬時に連携する

他職種連携 他職種と情報を共有し連携する

看護実践モデルとしての姿勢 意識的に学びの場を作る 知識や技術のレベルを確認した上で積極的に看護
技術の体験を促してくれる姿勢

丁寧でわかりやすい指導 ケアの方法と留意点を丁寧に指導してくれる
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表 6 　実施できた看護技術と学生が学んだ救命救急センターの看護師の特質との関係性

学
生
が
実
習
で
学
ん
だ
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
の
特
質

カテゴリ 回答数 記　述 学生が実施できた看護技術 回答数 頻度
高
度
な
看
護
実
践
能
力

4 5

対人関係を形成する技術 1 1
排泄援助技術 0 0
活動・休息援助技術 1 1
清潔・衣生活援助技術 4 7
呼吸・循環を整える技術 2 2
創傷管理技術 1 1
症状・生体機能管理技術 1 1
感染予防技術 4 8

小計 14 21

余
念
の
な
い
準
備

1 1

対人関係を形成する技術 0 0
排泄援助技術 0 0
活動・休息援助技術 1 1
清潔・衣生活援助技術 1 3
呼吸・循環を整える技術 1 1
創傷管理技術 0 0
症状・生体機能管理技術 0 0
感染予防技術 1 2

小計 4 7

無
駄
の
な
い
看
護

4 5

対人関係を形成する技術 0 0
排泄援助技術 0 0
活動・休息援助技術 2 2
清潔・衣生活援助技術 4 5
呼吸・循環を整える技術 2 2
創傷管理技術 0 0
症状・生体機能管理技術 1 1
感染予防技術 4 8

小計 13 18

沈
着
冷
静
な
対
応

1 1

対人関係を形成する技術 0 0
排泄援助技術 0 0
活動・休息援助技術 0 0
清潔・衣生活援助技術 1 1
呼吸・循環を整える技術 0 0
創傷管理技術 0 0
症状・生体機能管理技術 0 0
感染予防技術 1 2

小計 2 3

徹
底
し
た
感
染
対
策

2 2

対人関係を形成する技術 1 1
排泄援助技術 1 1
活動・休息援助技術 2 2
清潔・衣生活援助技術 2 2
呼吸・循環を整える技術 0 0
創傷管理技術 0 0
症状・生体機能管理技術 0 0
感染予防技術 2 4

小計 8 10
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
と
協
働

4 6

対人関係を形成する技術 1 1
排泄援助技術 0 0
活動・休息援助技術 1 1
清潔・衣生活援助技術 4 8
呼吸・循環を整える技術 1 1
創傷管理技術 1 1
症状・生体機能管理技術 0 0
感染予防技術 4 8

看
護
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
の
姿
勢

2 2

小計 12 20
対人関係を形成する技術 0 0
排泄援助技術 0 0
活動・休息援助技術 1 1
清潔・衣生活援助技術 2 6
呼吸・循環を整える技術 2 2
創傷管理技術 1 1
症状・生体機能管理技術 1 3
感染予防技術 2 4

小計 9 17
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もつながる可能性が確認できた。また、【看護実践モ

デルとしての姿勢】には様々な看護技術が含まれてい

たことから、様々な看護技術の実施は、後輩への具体

的な指導方法や指導者としての在り方を学ぶ機会にな

る可能性が考えられた。よって、看護技術の実施が多

いほど看護実践能力の向上につながる可能性が考えら

れた。

 4 ．本実習による看護実践能力育成の検討

本実習は、高度急性期医療における看護技術の見学

や実施を可能とし、看護技術の経験不足をカバーする

学習方法に活用できると考えられた。冒頭で述べた新

人看護師における就業上の 5 つの困難においては、病

態学の知識と患者の状態を結びつける力を高める必要

があり臨床経験が欠かせない。本実習で看護実践の機

会を増やし臨床判断に基づいて看護を実践する方法を

具体的に指導することで困難感の緩和に少なからず効

果をもたらすのではないだろうか。佐藤（2010）は、

新人看護師の成長を促進する関りの研究から【職務遂

行のための実践的看護技術の教示】【役割モデル】を

含む8カテゴリを抽出し、仕事のしかたを示すことの

重要性に触れ、看護技術については、一定期間先輩看

護師と一緒に仕事を進めることで次回に自分がどうす

ればよいかの学習につながると示唆している。また、

先輩看護師を役割モデルとして存在や行動そのものを

見て経験を積み重ねている点を重視している。本実習

は、看護師に密着して看護の見学及び看護師と共に看

護を実践する形態であり、仕事のしかたを示す体制が

とれていたと考える。また、【看護実践モデルとして

の姿勢】の学びから、役割モデルの機能も果たしてい

たと捉えることができる。よって、本実習は見学、模倣、

自立といった段階的な学習により、看護実践能力を育

む教育方略の一手段になり得ることが示唆された。

学生の実習目標の評価が高かったことと併せると、

看護師が患者の状態をどのように判断し行動している

か、効率的且つ効果的に看護ケアを提供する方略、チー

ム連携を円滑にする他職種との協働の在り方等を、指

導看護師の姿を通して学び深めることができたと推察

された。河相，長谷，境（2013）は、看護学生が目指

す看護師像の調査から【チームの一員として医療ス

タッフとの連携ができる看護師】【異常の早期発見が

ガティブな情動が関連し困難感が高まると示唆されて

いる（阿部，2013）。また、人工呼吸器装着患者との

コミュニケーションには多くの困難を伴う（山口，江

川，吉永，2019）。学部学生の段階で人工呼吸器装着

患者等、意思の疎通が困難な患者に対するコミュニ

ケーション方法の学習を積むことでコミュニケーショ

ンの課題克服の手助けとなるのではないかと考える。

【余念のない準備】では、救急初療室の準備から看

護が始まる点に気付いていた。救急領域では搬入前情

報から患者の状態と治療を予測する能力が必要であ

る。救急初療看護の準備では、初療経験1年目の看護

師は限られた予測に止まるが、 5 年目以上の看護師は

あらゆる病態を予測した準備を行うとの報告がある

（岩本満美，岩本幹子，高岡，2014）。学部学生時より

搬入前準備の重要性を学習することは、初療経験 1 年

目看護師の臨床判断と準備性の向上に貢献できるので

はないだろうか。

【無駄のない看護】【徹底した感染対策】【看護実践

モデルとしての姿勢】は、印象に残ったことのカテゴ

リと共通しており、職業意識の高さを学ぶとともに救

急看護に重要なスキルであると捉えていると推察でき

た。【徹底した感染対策】は、全ての学生が実施でき

た看護技術でもあり、感染予防意識の向上につながっ

たと考える。【無駄のない看護】では、患者への負担

と経済性を意識した看護が必要である点を学習してい

た。【看護実践モデルとしての姿勢】は、指導の仕方

を学ぶ機会となり、指導者の在り方や後輩育成への活

用が期待できると考えられた。救急領域の看護師には

常に冷静さが求められる。【沈着冷静な姿勢】は急変

場面から抽出されたことから、救急場面での感情コン

トロールの必要性を感じ取っていたと推察できた。【ス

ムーズな連携と協働】では、率先してチーム医療を実

践する方略と広い視野をもつ必要性を学習する機会に

なったと考える。

 3 ．実施できた看護技術と学生が学んだ救命救急セン

ターの看護師の特質との関係性の検討

救命救急センターの看護師の特質のカテゴリには全

て、｛清潔・衣生活援助技術｝が含まれていたことか

ら、｛清潔・衣生活援助技術｝の実施は、看護技術の

学びのみでなく、看護専門職者の特質を捉える機会に
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後における学習効果の比較及び細部に渡る学習効果の

評価は明確にできていない。今後も本実習を継続し、

就職後を含めた縦断的な調査により、本実習の教育効

果を検証していく必要がある。
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